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○緊急遮断弁の作動
・震度を感知しタイマーが作動中に、過大流量が一定時間以上継続した場合、

緊急遮断弁が作動

２（２）配水池の耐震化及び緊急遮断弁等の設置 参考資料２－１
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２（５）バックアップ機能の確保 参考資料２－２
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第3回上下水道地震対策検討委員会
（令和6年9月30日）最終とりまとめ概要

○能登半島地震を踏まえた国の報告



参考資料２－３
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○土砂災害計画区域
土砂災害が発生した場合に、住民の生命または身体に危害が生ずるおそれ
があると認められる区域で、土砂災害を防止するために警戒避難体制を
特に整備すべき土地の区域

※東京都建設局HPより

＜土砂災害警戒区域にて想定される災害＞

２（５）バックアップ機能の確保
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○可搬式浄水設備（例）

特徴 機動性重視① 機動性重視② 処理水量重視

製品画像
※寸法は概算

処理水量 約1.2㎥/日（50L/h）
⇒約400人分/日

約12㎥/日（500L/ｈ）
⇒約4,000人/日 約260㎥/日（10,800L/h）

奥行
220mm

高さ
400mm

幅510mm

※高知県 HPより ※水道技術研究センター HPより

２（５）バックアップ機能の確保

高さ
1.9m

幅 3.4m 奥行2.1m

※水道技術研究センター HPより

高さ
740mm

奥行
600mm

幅 1250mm



３ 浄水場の更新

○金町浄水場における高速凝集沈殿池

参考資料３－１
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３ 浄水場の更新 参考資料３－２

○金町浄水場における原水濁度の変化
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濁度が５度以下の場合には、良好なフロックができず、高速凝集沈澱池
の利点が損なわれる※
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実績によれば原水濁度が10度以上で安定した処理が行われている※

※水道施設設計指針（2024）より抜粋
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６ 持続可能な水道システムの構築に向けた新技術の活用

22

〇ＡＩを活用した薬品注入管理

シン・トセイⅩ
（令和７年３月）より

参考資料６－１
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参考資料６－２

〇水道施設台帳システム（仮称） シン・トセイ4 都政の構造
改革QOSアップグレード戦略

version up 2024
（令和６年１月）より

６ 持続可能な水道システムの構築に向けた新技術の活用
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〇小河内貯水池の法面管理
・職員が船舶から貯水池全周を目視により点検するため時間が必要
・レーザー測量を導入することで作業時間を短縮

６ 持続可能な水道システムの構築に向けた新技術の活用

※生成ＡＩにより作成

＜レーザー測量の活用イメージ＞＜船舶からの目視点検イメージ＞
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参考資料６－４

〇衛星測位を活用したバルブ位置管理
・衛星測位システムを活用し、多摩地区の重要施設への供給ルートにある
バルブ等の位置をクラウドで管理することで、被災時のバルブ操作を迅速化

＜衛星測位を活用したバルブ位置管理＞

６ 持続可能な水道システムの構築に向けた新技術の活用


